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(57)【要約】
【課題】  データラインの数を従来の半分の水準に減少
させながら同一な画像表現が可能になるようにしてコス
トの低減を可能にする液晶表示装置及びその駆動回路を
提供すること。
【解決手段】  液晶表示装置のデータラインの左右の画
素領域に画像信号を伝達できるようにしてデータライン
数を半分に減少し，対応するソースドライバの数も半分
にできる構成にする。水平同期信号の１周期を２区間に
分け，前半，後半それぞれ，奇数，偶数番目のカラムラ
インに該当する画像信号をサンプリング及びラッチさせ
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  第１基板と第２基板また，その間に封入
された液晶を含む液晶表示装置のデータラインに画像信
号を与えるソースドライバにおいて，水平同期信号のパ
ルスをシフトさせてラッチクロックを出力するｎクロッ
クシフトージスタ部；前記シフトレジスタ部から出力さ
れるラッチクロックによって２ｎ個のカラムラインのう
ち，奇数番目のカラムラインに該当するデジタル画像信
号をサンプリングしてラッチさせる第１サンプリングラ
ッチ部；前記シフトレジスタ部から出力されるラッチク
ロックによって２ｎ個のカラムラインのうち，偶数番目
のカラムラインに該当するデジタル画像信号をサンプリ
ングしてラッチさせる第２サンプリングラッチ部；第１
ロード信号によって前記第１サンプリングラッチ部に貯
蔵されたデータが伝えられてラッチされ，第２ロード信
号によって前記第２サンプリングラッチ部に貯蔵された
データが伝えられてラッチされるホールディングラッチ
部；前記ホールディングラッチ部に貯蔵された奇数番目
のカラムラインに該当するディジタル画像信号または偶
数番目のカラムラインに該当するディジタル画像信号を
アナログデータに切り換えるＤ／Ａコンバータ部；前記
Ｄ／Ａコンバータ部から出力される奇数番目のカラムラ
インに該当するアナログ画像信号または偶数番目のカラ
ムラインに該当するアナログ画像信号を一定幅で増幅さ
せる増幅部を含めて構成することを特徴とする液晶表示
装置のソースドライバ。
【請求項２】  前記第１サンプリングラッチ部及び第２
サンプリングラッチ部のセル数はデータラインの数によ
って決められることを特徴とする請求項１記載の液晶表
示装置のソースドライバ。
【請求項３】  第１基板と第２基板また，その間に封入
された液晶を含める液晶表示装置のデータラインに画像
信号を与えるソースドライバにおいて，水平同期信号の
パルスをシフトさせてラッチクロックを出力するｎ出力
シフトレジスタ部；前記シフトレジスタ部から出力され
るラッチクロックによって２ｎ個のカラムラインを，偶
数番目のカラムラインと奇数番目のカラムラインとに各
々サンプリングしてラッチさせる第１，第２サンプリン
グラッチ部；ロード信号によって前記第１，第２サンプ
リングラッチ部に貯蔵されたデータが伝えられて各々ラ
ッチされる第１，第２ホールディング部；前記第１，第
２ホールディングラッチ部に貯蔵されたディジタル画像
信号を各々アナログ画像信号で切り換える第１，第２Ｄ
／Ａコンバータ部；前記第１，第２Ｄ／Ａコンバータ部
から出力されるアナログ画像データを各々一定幅で増幅
される第１，第２増幅部；前記第１，第２増幅部の出力
を選択的に前記データラインと連結させるスイッチング
部を含めて構成されることを特徴とする液晶表示装置の
ソースドライバ。
【請求項４】  前記スイッチング部は１水平周期の間，
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前記第１増幅部の出力と前記第２増幅部の出力を順次前
記データラインと連結させることを特徴とする請求項１
記載の液晶表示装置のソースドライバ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は，液晶表示装置のソ
ースドライバに係り，特に高解像度を保持しながら生産
コストが低減できるようにした液晶表示装置のソースド
ライバに関する。
【０００２】
【従来の技術】一般的な液晶ディスプレイ素子（ｌｉｑ
ｕｉｄ  ｃｒｙｓｔａｌ  ｄｉｓｐｌａｙ：ＬＣＤ）は
大きく上板と下板，また上板と下板の間に封入された液
晶からなる。上板にはブラックマトリックス，共通電
極，色相を表現するためのＲ（赤），Ｇ（緑），Ｂ
（青）のカラーフィルタ層が配設される。下板にはデー
タラインとゲートラインとが交差しながら配設されてマ
トリックス形態の画素領域を有する。また各画素領域に
は一つの薄膜トランジスタ（ＴＦＴ：ｔｈｉｎ  ｆｉｌ
ｍ  ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）と画素電極とが構成され
る。
【０００３】図２４は一般的な液晶ディスプレイ素子の
の断面構造図である。図２４に示したように，下板１に
は走査ライン（ゲートライン）から延伸されるゲート電
極（Ｇａｔｅ）と，データラインから延伸されるソース
電極Ｓ及びドレーン電極Ｄから構成される薄膜トランジ
スタが，一定な間隔を置きマトリックスの形態で形成さ
れる。
【０００４】各画素領域には各薄膜トランジスタ２のド
レーン電極Ｄに連結される画素電極２ａが形成される。
【０００５】上板３には下板１に形成された画素電極２
ａを除外した部分で光の透過を遮断するためにブラック
マトリックス層４がメッシュ形態で形成される。各ブラ
ックマトリックス層４の間には色を表現するためのＲ，
Ｇ，Ｂカラーフィルタ層５が形成される。また，カラー
フィルタ層５とブラックマトリックス層４とに亘って共
通電極６が形成される。
【０００６】図２５は一般的な液晶ディスプレイ素子の
構成図である。図２５に示したように下板及び上板また
その間に封入された液晶から成り画像をディスプレイす
るパネル部２１と，前記パネル部２１のロー方向へ駆動
信号を与えるゲートドライバＧＤから成るゲートドライ
バ２２と，前記パネル部２１のカラム方向へ駆動信号を
与えるソースドライバＳＤから成るソースドライバ２３
とから構成される。
【０００７】以下，添付の図面を参照して従来液晶表示
装置及びその駆動回路を説明する。図２６は従来技術に
よる液晶表示装置の構成図である。図２６に示したよう
に，ロー方向に沿って互いに一定間隔を置き複数の走査
ライン（Ｇ１，Ｇ２，・・・，Ｇｎ？１，Ｇｎ）などが
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3
形成され，各走査ラインなどを横ぎる方向へ複数のデー
タライン（Ｄ１，Ｄ２，・・・，Ｄｎ？１，Ｄｎ）など
が形成される。
【０００８】また，走査ラインとデータラインが交差す
る地点ごとに薄膜トランジスタT１などが構成され，各
薄膜トランジスタごとに画素電極Ｃ

LC
が連結される。

【０００９】従って，走査ラインに順次駆動電圧が供給
されて薄膜トランジスタがターンオンされ，ターンオン
された薄膜トランジスタを介して該当データラインの信
号電圧が画素電極へ充電される。
【００１０】図２７は従来液晶表示装置の走査ラインに
与える駆動信号波形図である。図２７に示したように１
水平周期の間，１番目の走査ラインG1からｎ番目の走査
Ｇnまで順次駆動信号が与えられるので，該当走査ライ
ンによってターンオンされた薄膜トランジスタを介して
該当データラインの信号電圧が画素電極へ伝えられて画
像を表示する。
【００１１】図２８は従来液晶表示装置によるソースド
ライバの構成図であり，図２９はソースドライバの動作
波形図である。参考に図２８に示したソースドライバは
３８４チャンネル６ビットドライバを示した。即ち，
Ｒ，Ｇ，Ｂデータが各々６ビットで成され，カラムライ
ン（データライン）は３８４ラインから構成されたソー
スドライバである。
【００１２】図２８に示したように，シフトレジスタ部
５１と，サンプリングラッチ部５２と，ホールディング
ラッチ部３と，デジタル／アナログコンバータ部５４，
また増幅部から構成される。
【００１３】シフトレジスタ部５１は水平同期信号パル
ス（ＨＳＹＮＣ）をソースパルスクロックによってシフ
トさせてラッチクロックをサンプリングラッチ部５２に
出力する。
【００１４】サンプリングラッチ部５２はシフトレジス
タ部５１から出力されるラッチクロックによってディジ
タルＲ，Ｇ，Ｂデータをカラムライン別にサンプリング
してラッチさせる。
【００１５】ホールディングラッチ部５３はサンプリン
グラッチ部５２にラッチされたＲ，Ｇ，Ｂデータをロー
ド信号（ＬＤ：Ｌｏａｄ）によって同時に伝達されてラ
ッチされる。
【００１６】デジタル／アナログコンバータ部５４はホ
ールディングラッチ部５３に貯蔵されたＲ，Ｇ，Ｂデー
タをロード信号（ＬＤ：Ｌｏａｄ）によって同時に伝え
られラッチさせる。デジタル／アナログコンバータ部５
４はホールディングラッチ部５３に貯蔵されたデジタル
Ｒ，Ｇ，ＢにデータをアナログＲＧＢデータで変換す
る。
【００１７】増幅部５５はアナログ信号で変換された
Ｒ，Ｇ，Ｂデータを一定幅で増幅してパネルのデータラ
インで出力する。即ち，１水平周期の間，デジタルＲ，
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Ｇ，Ｂデータをサンプルアンドホールディングの後にア
ナログＲＧＢデータで変換し，これを電流増幅して出力
するが，前記ホールディングラッチ部５３がｎ番目のカ
ラムラインに該当するＲ，Ｇ，Ｂデータをホールデドし
ていたらサンプリングラッチ部５２はｎ＋１番目のカラ
ムラインに該当するＲ，Ｇ，Ｂデータをサンプリングす
る。
【００１８】次に図３０は従来液晶表示装置によるゲー
トドライバの構成図であり，図３１はそれによる入力波
形図である。図３０に示したように，シフトレジスタ部
６１，レベルシフト部６２，また出力バッファ部６３か
ら構成される。
【００１９】シフトレジスタ部６１は垂直同期信号パル
ス（ＶＳＹＮＣ）をゲートパルスクロックによってシフ
トさせて走査ラインを順次インエーブルさせる。
【００２０】レベルシフタ部６２は走査ラインに与えら
れる信号を順次的にレベルシフトさせて出力バッファ部
６３で出力する。従って，出力バッファ部６３と連結さ
れた複数の走査ラインは順次的にインエーブルされる。
【００２１】以上のように，従来液晶表示装置は各々の
データラインごとに薄膜トランジスタを備えて，走査ラ
インに順次駆動電圧を供給して薄膜トランジスタをオン
／オフさせ，そのうち，ターンオンされた薄膜トランジ
スタを介して該当データラインの信号電圧を画素領域に
伝えて画像を表示する。
【００２２】しかしながら，前記のような従来の液晶表
示装置は，高解像度及び大型化を満たすためにさらに多
い画素を構成しようとする場合，ドライバの数及びサイ
ズが増加してコストが上昇することになり，これはパッ
ケージングのみならず，ドライバとパネルとの間の接続
などの新しい問題を生じた。
【００２３】
【発明が解決しようとする課題】本発明は，このような
問題点に鑑みてなされたもので，その目的とするところ
は，データラインの数を従来の半分の水準に減少させな
がら同一な画像表現が可能になるようにしてコストの低
減を可能にする液晶表示装置及びその駆動回路を提供す
ることである。
【００２４】
【課題を解決するための手段】前述した課題をを達成す
るために本発明は，第１基板と第２基板また，その間に
封入された液晶を含む液晶表示装置のデータラインに画
像信号を与えるソースドライバにおいて，水平同期信号
のパルスをシフトさせてラッチクロックを出力するｎク
ロックシフトレジスタ部，シフトレジスタ部から出力さ
れるラッチクロックによって２ｎ個のカラムラインのう
ち，奇数番目のカラムラインに該当するデジタル画像信
号をサンプリングしてラッチさせる第１サンプリングラ
ッチ部，シフトレジスタ部から出力されるラッチクロッ
クによって２ｎ個のカラムラインのうち，偶数番目のカ
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ラムラインに該当するデジタル画像信号をサンプリング
してラッチさせる第２サンプリングラッチ部，第１ロー
ド信号によって第１サンプリングラッチ部に貯蔵された
データが伝えられてラッチされ，第２ロード信号によっ
て第２サンプリングラッチ部に貯蔵されたデータが伝え
られてラッチされるホールディングラッチ部，ホールデ
ィングラッチ部に貯蔵された奇数番目のカラムラインに
該当するディジタル画像信号または偶数番目のカラムラ
インに該当するディジタル画像信号をアナログデータに
切り換えるＤ／Ａコンバータ部，Ｄ／Ａコンバータ部か
ら出力される奇数番目のカラムラインに該当するアナロ
グ画像信号または偶数番目のカラムラインに該当するア
ナログ画像信号を一定幅で増幅させる増幅部を含めて構
成することを特徴とする液晶表示装置のソースドライバ
である。
【００２５】第１サンプリングラッチ部及び第２サンプ
リングラッチ部のセル数はデータラインの数によって決
められる。
【００２６】第１基板と第２基板また，その間に封入さ
れた液晶を含める液晶表示装置のデータラインに画像信
号を与えるソースドライバにおいて，水平同期信号のパ
ルスをシフトさせてラッチクロックを出力するｎ出力シ
フトレジスタ部，シフトレジスタ部から出力されるラッ
チクロックによって２ｎ個のカラムラインを，偶数番目
のカラムラインと奇数番目のカラムラインとに各々サン
プリングしてラッチさせる第１，第２サンプリングラッ
チ部，ロード信号によって第１，第２サンプリングラッ
チ部に貯蔵されたデータが伝えられて各々ラッチされる
第１，第２ホールディング部，第１，第２ホールディン
グラッチ部に貯蔵されたディジタル画像信号を各々アナ
ログ画像信号で切り換える第１，第２Ｄ／Ａコンバータ
部，第１，第２Ｄ／Ａコンバータ部から出力されるアナ
ログ画像データを各々一定幅で増幅される第１，第２増
幅部，第１，第２増幅部の出力を選択的にデータライン
と連結させるスイッチング部を含めて構成されることを
特徴とする液晶表示装置のソースドライバである。
【００２７】また，スイッチング部は１水平周期の間，
第１増幅部の出力と第２増幅部の出力を順次データライ
ンと連結させることを特徴とする液晶表示装置のソース
ドライバである。
【００２８】また，ゲートドライバは第１基板と第２基
板，またその間に封入された液晶を含む液晶表示装置の
走査ラインに駆動信号を与えるゲートドライバにおい
て，スタートパルスをゲートパルスクロックによってシ
フトさせるシフトレジスタ部，前記シフトレジスタ部の
出力信号のうち選択的に複数個入力して論理演算の後出
力するロジック回路部，前記ロジック回路部の出力を一
定レベルでシフトさせて順次的に出力するレベルシフタ
部，レベルシフトされた信号を順次走査ラインに与える
出力バッファ部を含めて構成されることを特徴とする。
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【００２９】
【発明の実施の形態】以下，図面に基づいて，本発明の
実施の形態を詳細に説明する。まず，本発明の一実施の
形態による液晶表示装置は隣接した二つの走査ラインに
与える駆動信号を制御して一つのデータラインへその両
側の画素領域に画像信号を伝えられるようにしてデータ
ラインの数を半分で減少させるのにその特徴がある。
【００３０】図１は本発明の第１実施例による液晶表示
装置の構成図である。図１に示したようにロー方向へ走
査ライン（Ｇ１，Ｇ２，・・・，Ｇｎ？１，Ｇｎ）など
が形成され，走査ライン（Ｇ１，Ｇ２，・・・，Ｇｎ？
１，Ｇｎ）などを横きるカラム方向へデータライン（Ｄ
１，Ｄ２，・・・，Ｄｎ？１，Ｄｎ）が交差する地点で
データライン（Ｄ１，Ｄ２，・・・，Ｄｎ？１，Ｄｎ）
を中心に左側の画素領域に画像信号を伝える第１スイッ
チング部７１が形成され，データラインを中心に右側の
画素領域に画像信号を伝える第２スイッチング部７３が
形成される。
【００３１】また，第１スイッチング部７１には第１画
素電極７１ｃが連結され，第２スイッチング７３には第
２画素電極７３ｃが連結される。ここで，前記第１スイ
ッチング部７１と，第２スッイチング部７３は薄膜トラ
ンジスタから構成し，前記薄膜トランジスタはＮタイプ
の薄膜トランジスタまたはＰタイプの薄膜トランジスタ
から構成する。
【００３２】また，図１の”Ｘ”部分を中心により詳細
に説明する。データラインＤ１の左側に構成される第１
スイッチング部７１は，ソースまたはドレーンがデータ
ラインＤ１に連結されゲートが該当走査ラインＧ１に連
結された第１薄膜トランジスタ７１ａと，前記第１薄膜
トランジスタ７１ａと直列で連結され，ゲートが次の走
査ラインＧ２に連結される第２薄膜トランジスタ７１ｂ
から構成される。
【００３３】前記第２薄膜トランジスタ７１ｂには第１
画素電極７１ｃが連結されて前記第１，第２薄膜トラン
ジスタ７１ａ，７１ｂなどのオン／オフ動作によって選
択的に画像信号が伝えられる。
【００３４】前記データラインＤ１の右側に構成される
第２スイッチング部７３はゲートが該当走査ラインＧ１
に連結され，ソースまたはドレーンがデータラインＤ１
に連結される第３薄膜トランジスタ７３ａと，前記第３
薄膜トランジスタ７３ａと直列で連結され，ゲートが該
当走査ラインＧ１に連結される第４薄膜トランジスター
から構成される。ここで，前記第２スイッチング部７３
は第３薄膜トランジスタ７３ａのみを構成することもで
きる。
【００３５】このように構成された本発明の第１実施例
による液晶表示装置において，第１画素電極と第２画素
電極に画像信号を伝える過程を図２に示した波形図を参
照して説明する。図２は本発明の第１実施例による液晶
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7
表示装置の走査ラインに与える駆動信号の波形を示すも
のである。
【００３６】図２に示したように１水平周期を２区間に
分けて第１区間ａではデータライン（Ｄ１，Ｄ２，・・
・，Ｄｎ？１，Ｄｎ）を中心に左側と右側の画素領域に
画像信号を与え，第２区間bでは右側の画素領域だけに
画像信号を与える。即ち，１番目の走査ラインG１では
１水平周期の間にハイ信号を与え，２番目の走査ライン
Ｇ２に１／２水平周期の間（正確に１／２ではなくても
構わない），即ち，ａ区間の間だけハイ信号を与え，余
分の１／２水平周期の間にはロー信号を与える。
【００３７】従って，１番目の走査ラインＧ！と，２番
目の走査ラインＧ２が全てのハイの間には第１スイッチ
ング部７１を構成している第１，第２薄膜トランジスタ
７１ａ，７１bと第２スイチング部７３を構成している
第３，第４薄膜トランジスタ７３ａ，７３ｂが全てター
ンオンの状態となって第１画素電極７１ｃと第２画素電
極７３ｃに画像信号が伝えられる。
【００３８】その後，２番目の走査ラインＧ２にロー信
号を与えると，第２薄膜とトランジスター７１ｂがター
ンオフ状態となって第１画素電極７１ｃには画像信号が
伝えられず第２画素電極７３ｃだけに画像信号が伝えら
れる。
【００３９】このように１水平周期を２区間ａ，ｂに分
けて一つのデータラインに格納された画像信号を左側及
び右側の画素電極に選択的に伝えられる。結果的に走査
ラインに与えられる駆動信号を制御して一つのデータラ
インが左側と右側の画素領域に画像信号を伝えるのでデ
ータラインの数を従来に比べて半分に減少させることが
でき，これによってソースドライバの数も半分に減少さ
せることができる。
【００４０】続いて，図３は本発明第２実施例による液
晶表示装置の構成図である。図３に示したように，前記
の第１実施例と比較して第１スイッチング部７１を構成
している第１薄膜トランジスタ７１ａと第２薄膜トラン
ジスタ７１ｂのゲート接続部位が相異することがわか
る。
【００４１】即ち，本発明の第２実施例による第１スイ
チング部７１はソースまたはドレーンがデータラインＤ
１に連結され，ゲートが次回の走査ラインＧ２に連結さ
れる第１薄膜トランジスター７１ａと前記第１薄膜トラ
ンジスタ７１ａと直列で連結され，ゲートは該当走査ラ
インＧ１に連結される第１薄膜トランジスタ７１ｂから
構成される。このとき，第２スイチング部７３は第１実
施例による構成と同一である。
【００４２】このような本発明の第２実施例による液晶
表示装置において走査ライン図４のような波形を与える
と，液晶パネルの上端から下端へ移動しながら画像が表
示され，一つのデータラインが左側と右側の画素領域に
画像信号を伝えてデータラインの数を減少することがで
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きる。
【００４３】なお，図５は本発明の第３実施例による液
晶表示装置の構成図であり，図６は走査ラインに与えら
れる駆動信号の波形図である。図５に示したように，本
発明の第３実施例は第１スイッチング部７１を前記デー
タライン（Ｄ１，Ｄ２，・・・，Ｄｎ？１，Ｄｎ）の右
側に構成し，第２スイッチング部７３を右側に構成し
た。
【００４４】即ち，本発明の第１，第２実施例では前記
第１スイチング部７１をデータライン（Ｄ１，Ｄ２，・
・・，Ｄｎ？１，Ｄｎ）の左側に構成したが，本発明の
第３実施例では右側に構成した。このような本発明の第
３実施例による液晶表示装置はロー方向へ形成された複
数の走査ライン（Ｇ１，Ｇ２，・・・，Ｇｎ？１，Ｇ
ｎ）などと，前記走査ラインと交差する方向へ形成され
たデータライン（Ｄ１，Ｄ２，・・・，Ｄｎ？１，Ｄ
ｎ）と，各走査ラインと交差するデータライン（Ｄ１，
Ｄ２，・・・，Ｄｎ？１，Ｄｎ）の左側に形成される第
１スイチング部７１と，前記データライン（Ｄ１，Ｄ
２，・・・，Ｄｎ？１，Ｄｎ）の左側に形成される第２
スイチング部７３と，前記第１スイチング部７３に連結
された第２画素電極７３ｃから構成される。
【００４５】これを図５の”Ｘ”部分を中心に，より詳
細に説明する。第１スイッチング部７１は走査ラインＧ
1とデータラインＤ１が交差する地点でデータラインの
右側に形成され，第１スイッチング部７１を構成する第
１薄膜トランジスタ７１ａと第２薄膜トランジスタ７１
ｂのうち，第２薄膜トランジスタ７１ｂのゲートが次回
の走査ラインＧ２に連結される。
【００４６】即ち，ソースまたはドレーンがデータライ
ンＤ１に連結され，ゲートが該当走査ラインＧ１に連結
される第１薄膜トランジスタ７１ａと，第１薄膜トラン
ジスタ７１ａと直列で連結され，ゲートが次回の走査ラ
インＧ２に連結される第２薄膜トランジスタ７１ｂから
構成される。
【００４７】また，第２スイッチング部７３はデータラ
インＤ１を中心に左側に形成され，二つの薄膜トランジ
スタから構成される。
【００４８】即ち，ソースまたはドレーンがデータライ
ンＤ１に連結され，ゲートが該当走査ラインＧ１に連結
される第３薄膜トランジスタ７３aと，第３薄膜トラン
ジスター７３aと直列で連結されゲートが該当走査ライ
ンＧ１に連結される第４薄膜トランジスタ７３ｂから構
成される。ここで，第２スイッチング部７３は一つの薄
膜トランジスタから構成することができる。
【００４９】このように構成された本発明の第３実施例
に液晶表示装置は走査ラインに図６のような駆動信号を
与える。図６に示したように，１水平周期の間に１番目
の走査ラインＧ１にはハイ信号を与え，２番目の走査ラ
インＧ２にａ区間の間だけハイ信号を与え，ｂ区間の間
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にはロー信号を与える。
【００５０】従って，１番目の走査ラインＧ１と２番目
の走査ラインＧ２に全てハイ信号が与える場合には第１
スイッチング部７１及び第２スイッチング部７３を構成
している薄膜トランジスタが全てターンオンされて第１
画素電極７１ｃと第２画素電極７３ｃに画像信号が伝え
られる。
【００５１】この後，１番目の走査ラインＧ１にはハイ
信号が与えられ，２番目の走査ラインＧ２にロー信号が
与えられる場合には第１スイチング部７１を構成してい
る第２薄膜トランジスター７１ｂがターンオフ状態とな
るので第１画素電極７１ｃには画像信号が伝えられず第
２画素電極７３ｃだけに画像信号が伝えられる。このよ
うな過程を介して液晶パネルの上端から下端へ移動しな
がら画像が表示される。
【００５２】なお，図７は本発明の第４実施例による液
晶表示装置の構成図であり，図８は図７による波形図で
ある。図７に示したように，本発明のの第４実施例には
第３実施例と比較して第１スイッチング部７１を構成し
ている第１，第２薄膜トランジスタ７１ａ，７１ｂのゲ
ート接続部位を異にして構成したものである。
【００５３】即ち，第３実施例には第１スイッチング部
７１を構成している第１薄膜トランジスタ７１ａと第２
薄膜トランジスタ７１ｂのうち，第２薄膜トランジスタ
７１ｂのゲートが次回の走査ラインＧ２に連結されてい
るが，本発明の第４実施例では第１薄膜トランジスタ７
１ａのゲートが次回の走査ラインＧ２に連結されるよう
に構成した。
【００５４】即ち，本発明第４実施例による第１スイッ
チング部７１はソースまたはドレーンがデータラインＤ
１に連結され，ゲートが次回走査ラインＧ２に連結され
る第１薄膜トランジスタ７１aと直列で連結され，ゲー
トが該当走査ラインＧ２に連結される第２薄膜トランジ
スタ７１ｂで構成される。
【００５５】従って，図８のように走査ラインに駆動信
号を与えるとデータラインＤ１を中心に左側と右側に選
択的に画像信号を与えることができる。また，画像は液
晶パネルの上端から下端へ移動しながらディスプレイさ
れる。
【００５６】続いて，図９は本発明の第５実施例による
液晶表示装置の構成図であり，図１０は走査ラインに与
える駆動信号の波形を示した。第５実施例には第１，第
２スイッチング部を構成している薄膜トランジスタが形
成される位置において，第１実施例ないし第４実施例の
構成と差がある。
【００５７】即ち，本発明の第１実施例ないし第４実施
例にはデータライン（Ｄ１，Ｄ２，・・・，Ｄｎ？１，
Ｄｎ）と走査ライン（Ｇ１，Ｇ２，・・・，Ｇｎ？１，
Ｇｎ）とが交差する地点に薄膜トランジスタ及び画素電
極が形成されるが，前記データラインに対して１番目の
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走査ラインとの交差点から順次２番目，３番目，，，ｎ
？１番目の走査ラインと交差点に形成される。また，デ
ータラインとｎ番目の走査ラインが交差する地点では薄
膜トランジスター及び画素電極が形成されない。
【００５８】しかしながら，本発明の第５実施例ではデ
ータラインに対して１番目の走査ラインが交差する地点
には薄膜トランジスタ及び画素電極が形成されず，２番
目の走査ラインから３番目，４番目，・・・，ｎ番目走
査ラインが交差する地点に薄膜トランジスタ及び画素電
極が形成される。
【００５９】本発明の第１実施例ないし第４実施例では
走査ラインとデータラインが交差する地点に形成される
４個の薄膜トランジスタなどのうち，いずれかの一つが
次回の走査ラインに連結されたが，第５実施例では４個
の薄膜トランジスタのうち，いずれかの一つが以前走査
ラインに連結される構造を有する。
【００６０】このような本発明の第５実施例の場合，図
１０のように走査ラインに駆動信号を与えると液晶パネ
ルの下端から上端へ移動しながら画像が表示される。図
１０に示したように，１水平周期を２区間ａ，ｂに分け
て走査ラインに駆動信号を与えることによってデータラ
インを中心に左側と右側の画素領域に選択的に画像信号
を与えることができる。
【００６１】これをより詳細に説明すると次のようであ
る。図９に示したように一方向へ複数の走査ライン（Ｇ
１，Ｇ２，・・・，Ｇｎ？１，Ｇｎ）が形成され，各々
走査ラインなどと交差する方向へデータライン（Ｄ１，
Ｄ２，・・・，Ｄｎ？１，Ｄｎ）が形成される。各デー
タライン（Ｄ１，Ｄ２，・・・，Ｄｎ？１，Ｄｎ）の左
側には第１スイッチング部７１が構成され，右側には第
２スイッチング部７３が構成される。
【００６２】第１スイッチング部７１及び第２スイッチ
ング部７３は薄膜トランジスタから構成され前記薄膜ト
ランジスタはＮタイプの薄膜トランジスタまたはＰタイ
プの薄膜トランジスタから構成される。
【００６３】前記データラインＤ１の左側には構成され
る第１スイッチング部７１のうち，第２薄膜トランジス
タ７１ｂのゲートは以前走査ライン（Ｇｎ？１）に連結
され第１薄膜トランジスタ７１aのゲートは該当走査ラ
インＧｎに連結される。
【００６４】各々データライン（Ｄ１，Ｄ２，・・・，
Ｄｎ？１，Ｄｎ）の右側に形成される第２スイッチング
部７３は二つの薄膜トランジスタから構成され，前記二
つの薄膜トランジスタ （第３，第４薄膜トランジス
タ）のゲートは全て該当走査ラインＧｎに連結される。
ここで，前記第２スイッチング部７３を一つの薄膜トラ
ンジスタから構成することもできる。
【００６５】これを図９の”Ｘ”部分を中心により詳細
に説明する。図１０に示したように１水平周期の間に該
当走査ラインにはハイ信号を与え，以前走査ラインＧｎ
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？１は第１区間ａの時だけハイ信号を与える。従って，
該当走査ラインＧｎと以前走査ラインＧｎ？１が全てハ
イである区間では第１，第２スイッチング部７０，７３
を構成している薄膜トランジスタなどが全てターンオン
状態となって第１，第２画素電極７１ｃ，７３ｃに画像
信号が伝えられる。
【００６６】次に第２区間ｂの時には以前走査ライン
（Ｇｎ？１）にロー信号を与えると前記第１スイッチン
グ部７１を構成している第２薄膜トランジスタ７１ｂが
ターンオフ状態となって第１画素電極７１ｃには画像信
号が伝えられない。代わりに，データラインの右側の第
２スイチング部７３は相変わらずターンオン状態を保持
することになって前記第２画素電極７３ｃだけに画像信
号が伝えられる。
【００６７】このようにデータラインを中心に左側と右
側に選択的に画像信号を伝えることができ，データライ
ンの数を半分に減少することができる。
【００６８】図１１は本発明の第６実施例による液晶表
示装置の構成図であり，図１２は本発明の第６実施例に
よる液晶表示装置の走査ラインに与えられる駆動信号を
波形図を示したものである。本発明の第６実施例による
液晶表示装置は本発明の第５実施例と比較して第１スイ
ッチング部７１を構成している第１薄膜トランジスタ７
１ａと第２薄膜トランジスタ７１ｂのゲート接続部位が
相異することがわかる。
【００６９】即ち，本発明の第５実施例では第１薄膜ト
ランジスタ７１ａのゲートが該当走査ラインＧｎに連結
され，第２薄膜トランジスタ７１ｂのゲートは以前走査
ラインＧｎ？１に連結されたが，本発明の第６実施例で
は第１薄膜トランジスタ７１ａのゲートが以前走査ライ
ンＧｎ？１に連結され，第２薄膜トランジスタ７１ｂの
ゲートが該当走査ラインＧｎに連結される。このとき，
第２スイッチング部７３は第５実施例の構成と同一であ
る。
【００７０】このように走査ラインに図１２のように駆
動信号を与えると一つのデータラインを中心に左側と右
側に選択的に画像信号を伝えられる。また，第５実施例
と同じく液晶パネルの下端から上端へ移動しながら画像
が表示される。
【００７１】次に，図１３は本発明の第７実施例による
液晶表示装置の構成図であり，図１４は走査ラインに与
える駆動信号の波形図である。図１３に示したように，
本発明の第７実施例による液晶表示装置はデータライン
を中心に右側に第１スイチング部を構成し左側に第２ス
イチング部を構成した。
【００７２】図１３のように一方向へ形成された走査ラ
インなど（Ｇ１，Ｇ２，・・・，Ｇｎ？１，Ｇｎ），前
記走査ラインと交差する方向へ形成されたデータライン
（Ｄ１，Ｄ２，・・・，Ｄｎ？１，Ｄｎ）と，前記走査
ラインとデータラインが交差する地点でデータラインの
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両側に形成され，前記該当走査ラインと以前走査ライン
によって制御される第１スイッチング７１及び第２スイ
ッチング部７３と，前記第１スイッチング部７１と連結
される第１画素電極７１ｃと，前記第２スイッチング部
７３と連結される第２画素電極７３ｃを含めて構成され
る。
【００７３】これを図１３の”Ｘ”部分をより詳細に説
明すると次のようである。第１スイッチング部７１はソ
ースまたはドレーンがデータラインＤ１に連結され，ゲ
ートが該当走査ラインＧｎに連結される第１薄膜トラン
ジスタ７１ａと前記第１薄膜トランジスタ７１ａと直列
で連結され，ゲートが以前走査ラインＧｎ？１に連結さ
れる第２薄膜トランジスタ７１ｂから構成される。
【００７４】また，第２スイッチング部７３はソースま
たはドレーンがデータラインＤ１に連結されゲートが該
当走査ラインＧｎに連結される第３薄膜トランジスタ７
３ａと，前記第３薄膜トランジスタ７３ａと直列で連結
されゲートが該当走査ラインＧｎに連結される第４薄膜
トランジスタ７３ｂから構成される。
【００７５】前記第２スイッチング部７３は第３薄膜ト
ランジスタ７３ａだけを構成することができる。
【００７６】このように構成された液晶表示装置の走査
ラインに図１４のように駆動信号を与えると，液晶パネ
ルの下端から上端の方へ移動しながら画像が表示され
る。これは前記で説明した第５，第６の実施例と同じで
ある。
【００７７】なお，図１５は本発明の第８実施例による
液晶表示装置の構成図であり，図１６は走査ラインに与
えられる駆動信号の波形図である。本発明の第８実施例
では第７実施例と比較して第１スイッチング部を構成し
ている第１薄膜トランジスタ７１ａのゲートと第２薄膜
トランジスタ７１ｂのゲートの接続部位が相異する。
【００７８】即ち，本発明の第８実施例による第１スイ
ッチング部７１はソースまたはドレーンがデータライン
Ｄ１に連結され，ゲートが以前走査ライン（Ｇｎ？１）
に連結される第１薄膜トランジスタ７１ａと，前記第１
薄膜トランジスタ７１ａと直列で連結されゲートが該当
走査ライン（Ｇｎ）だけに連結される第２薄膜トランジ
スタ７１ｂから構成される。
【００７９】ここで前記第２スイッチング部７３は第７
実施例による第２スイッチング部７３と同一な構成を有
する。
【００８０】このような本発明の第８実施例による液晶
表示装置の走査ラインに図１６のように駆動信号を与え
ると液晶パネルの下端から上端の方へ移動しながら画像
が表示される。
【００８１】以上のように，本発明の一実施の形態によ
る液晶表示装置は，一つのデータラインがその左側と右
側の画素領域に画像信号を伝えられるようにして，デー
タラインの数を半分に減らすことができる。
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【００８２】このようにデータラインの数を半分で減ら
すことができるのでデータラインに駆動信号を与えるソ
ースドライバの数も半分に減らすことができる。
【００８３】以下，本発明の一実施の形態による液晶表
示装置を駆動するための駆動回路について説明する。前
記の本発明の一実施の形態による液晶表示装置はデータ
ラインの数を半分に減少することができるが，これを満
足させるためにはソースドライバの構成が変わらなけれ
ばならない。
【００８４】即ち，本発明の一実施の形態による液晶表
示装置を駆動するためのソースドライバはデータライン
が３８４ラインであれば総７６８ラインに相応する画像
信号をハンドリングしなければならない。
【００８５】このためにソースドライバを図１７のよう
に構成することができる。図１７は本発明の一実施の形
態によるソースドライバの第１実施例を示している。図
１７に示したソースドライバは従来のソースドライバと
比較してサンプリングラッチ部のセル数を２倍に増加さ
せた。これは本発明の一実施の形態によるソースドライ
バは３８４個のデータラインを駆動するが，実質的に７
８４ラインの画像データをハンドリングをしなければな
らないからである。
【００８６】図１７に示したように，水平同期信号のパ
ルスをソースパルスクロックによってシフトさせてラッ
チクロックを出力する３８４クロックシフトレジスタ部
１００と，シフトレジスタ部１５１から出力されるラッ
チクロックによって７６８個のカラムラインのうち，奇
数番目のカラムラインに該当するデジタルＲ，Ｇ，Ｂデ
ータをサンプリングしてラッチさせる第１サンプリング
ラッチ１５２と，偶数番目のカラムラインに該当するデ
ジタルＲ，Ｇ，Ｂデータをサンプリングしてラッチさせ
る第２サンプリングラッチ部１５２ａと，第１ロード信
号によって第１サンプリングラッチ部１５２に貯蔵され
たデータが伝えられてラッチされ，第２ロード信号によ
って第２サンプリングラッチ部１５２ａに貯蔵されたデ
ータが伝えられてラッチされるホールディングラッチ１
５３と，ホールディングラッチ部１５３に貯蔵された奇
数番目のカラムに該当するディジタルＲ，Ｇ，Ｂデータ
または偶数番目のカラムに該当するディジタルＲ，Ｇ，
Ｂデータをアナログデータで変換するＤ／Ａコンバータ
部１５４と，Ｄ／Ａコンバータ１５４から出力される奇
数番目のカラムに該当するアナログＲ，Ｇ，Ｂデータま
たは偶数番目のカラムに該当するアナログＲ，Ｇ，Ｂデ
ータの電流を一定幅で増幅させる増幅部１５５から構成
される。
【００８７】このように本発明の第１実施例によるソー
スドライバは総７６８個のカラムラインのうち，奇数番
目のカラムラインに該当する画像データをサンプリング
してラッチさせる第１サンプリングラッチ部１５２と，
偶数番目のカラムラインに該当する画像データをサンプ

14
リングしてラッチさせる第２サンプリングラッチ部１５
２ａとから構成される。
【００８８】即ち，１水平周期を２区間に分けて１／２
水平周期の間（正確に１／２ではなくても構わない）に
は奇数番目のカラムラインに該当するＲ，Ｇ，Ｂデータ
を第１サンプリングラッチ部１５２でサンプリング及び
ラッチさせ，余分の１／２水平周期の間には偶数番目の
カラムラインに該当するＲ，Ｇ，Ｂデータを第２サンプ
リングラッチ部１５２ａでサンプリング及びラッチさせ
る。
【００８９】従って，総７６８個のカラムラインに該当
するＲ，Ｇ，Ｂデータをサンプリングすることができ
る。
【００９０】このように第１サンプリングラッチ部１５
２と，第２サンプリングラッチ部１５２ａに分けてラッ
チされたデジタル画像信号は順次ホールディングラッチ
１５３へ伝えられる。
【００９１】即ち，第１ロード信号によって第１サンプ
リングラッチ部１５２に貯蔵された画像データがホール
ディングラッチ部１５３にロードされ，第２ロード信号
によって第２サンプリングラッチ部１５２ａに貯蔵され
た画像データがホールディングラッチ部１５３にロード
される。
【００９２】ホールディングラッチ部１５３にロードさ
れたＲ，Ｇ，ＢディジタルデータはＤ／Ａコンバータ部
１５４でアナログ信号に変換され，アナログ信号に変換
されたＲ，Ｇ，Ｂデータは増幅部１５５で電流が増幅さ
れる。
【００９３】また，１／２水平周期の間に奇数番目のカ
ラムラインに該当するＲ，Ｇ，Ｂデータがパネルに与え
られて表示され，余分の１／２水平周期の間には偶数番
目のカラムラインに該当するＲ，Ｇ，Ｂデータがパネル
に与えられて表示される。
【００９４】図１８は図１７によるソースドライバの動
作波形図を示したもので１水平周期の間に奇数番目のカ
ラムラインをサンプリングしたデジタルデータと偶数番
目のカラムラインをサンプリングしたデジタルデータが
ホールディング部１５３でロードされることがわかる。
【００９５】図１９は本発明によるソースドライバの他
の実施例を示した。図１９に示したソースドライバは１
水平周期の間に奇数番目のカラムラインと偶数番目まカ
ラムラインに分けて液晶パネルに与えるために，サンプ
リングラッチ部１６２，１６２ａ，ホールディングラッ
チ部１６３，１６２ａ，ＤＡＣ部１６４，１６４ａ，増
幅部１６５，１６５ａを各々二つずつ構成したものであ
る。
【００９６】また，二つの増幅部１６５，１６５ａの出
力を選択的ににデータラインに伝達するためにはスイッ
チング部１６６がさらに構成される。
【００９７】従って，第１サンプリングラッチ部１６２
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は奇数番目のカラムラインに該当する画像信号をサンプ
リングし，第２サンプリングラッチ部１６２ａは偶数番
目のカラムラインに該当する画像信号をサンプリングす
る。
【００９８】また，第１サンプリングラッチ部１６２に
ラッチされた奇数番目のカラムラインに該当する画像信
号は，ロード信号ＬＤによって奇数番目のカラムライン
に該当する画像信号を貯蔵する第１ホールディングラッ
チ部１６３にロードされる。
【００９９】第２サンプリングラッチ部１６２ａにラッ
チされた偶数番目のカラムラインに該当する画像信号
は，ロード信号ＬＤによって偶数番目のカラムラインに
該当する画像信号を貯蔵する第２ホールディングラッチ
部１６３ａにロードされる。
【０１００】その後，第１ホールディングラッチ部１６
３に貯蔵されたデジタル画像信号は第１ＤＡＣ部１６４
でアナログ信号に変換され，第２ホールディングラッチ
部１６３ａに貯蔵された画像信号を第２ＤＡＣ部１６４
ａでアナログ信号に変換される。
【０１０１】ここで，第１ＤＡＣ部１６４は奇数番目の
カラムに該当するデジタル画像信号をアナログ信号に変
換し，第２ＤＡＣ部１６４ａは偶数番目のカラムに該当
するデジタル画像信号をアナログ信号に変換する。
【０１０２】アナログ信号に変換された奇数番目及び偶
数番めのカラムに該当する画像信号をさらに一定幅で増
幅させるが，前記増幅部また奇遇番目のカラムに該当す
るアナログ信号を増幅する第１増幅部１６５と偶数番目
のカラムに該当するアナログ信号を増幅する第２増幅部
１６５ａで構成される。
【０１０３】従って，１／２水平周期の間には前記スイ
ッチング１６６の動作によって奇数番目のカラムライン
に該当するアナログ画像信号がデータラインに与えら
れ，余分の１／２水平周期の間には偶数番目のカラムラ
インに該当するアナログ画像信号がデータラインに与え
られる。
【０１０４】ここで，前記スイッチング部１６６は１／
２水平周期の間には第１増幅部１６５の出力とデータラ
イン（Ｄ１，Ｄ２，・・・，Ｄｎ？１，Ｄｎ）を電気的
に連結し，余分の１／２水平周期の間には第２増幅部１
６５ａの出力とデータライン（Ｄ１，Ｄ２，・・・，Ｄ
ｎ？１，Ｄｎ）を電気的に連結する。
【０１０５】このように本発明の他の実施例によるソー
スドライバはサンプリングラッチ部，ホールディング，
Ｄ／Ａコンバータ部，また増幅部を各々２個ずつ構成す
るので，ｎ個のカラムラインで２ｎ個のカラムラインに
当たる画像信号を液晶パネルに与えることができる。
【０１０６】以下，本発明の一実施の形態による液晶表
示装置によるゲートドライバを説明する。図２１は本発
明の一実施の形態によるゲートドライバの第１実施例を
示した。図２１に示したように，大きくシフトレジスタ
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部１７１，ロジック回路部１７２，レベルシフタ部１７
３，また出力バッファ部１７４から構成される。
【０１０７】シフトレジスタ部１７１は垂直同期信号パ
ルスＶＳＹＮＣをゲートパルスクロックによってシフト
させる。
【０１０８】ロジック回路部１７２は３入力オアゲート
（ＯＲ１，ＯＲ２，・・・，ＯＲｎ）などで構成され，
各々のオアゲートはシフトレジスタ部１７１の出力を選
択的に３個ずつ入力して論理演算する。
【０１０９】本発明の実施例によると，３入力オアゲー
トのうち，１番目のオアゲートＯＲ１が前記シフトレジ
スタ部１７１の出力Ｓ１？Ｓｎのうち，Ｓ１，Ｓ３，Ｓ
４を入力する。また，２番目のオアゲートＯＲ２はＳ
３，Ｓ５，Ｓ６を入力し，３番目のオアゲートＯＲ３は
Ｓ５，Ｓ７，Ｓ８を入力する。続いて，４番目，５番
目，，，終わり番目まで続ける。
【０１１０】レベルシフタ部１７３は走査ラインに与え
られる信号を順次レベルシフトさせて出力バッファ１７
４へ出力する。従って，出力バッファ部１７４と連結さ
れた複数の走査ラインなどは順次インエーブルされる。
【０１１１】このような本発明の第１実施例によるゲー
トドライバの動作を図２２に示した波形図を参照して説
明する。図２２に示したように，前記１番目の走査ライ
ンＧ１には前記１番目のオアゲートＯＲ１の出力波形が
与えられ，２番目の走査ラインＧ２には２番目のオアゲ
ートＯＲ２の出力波形が与えられる。このように，１番
目の走査ラインから終わり番目の走査ラインまで順次イ
ンエーブルされる。
【０１１２】ここで，前記走査ライン（Ｇ１，Ｇ２，・
・・，Ｇｎ？１，Ｇｎ）などに与えられる信号は１水平
周期の間にハイ状態とロー状態を繰り返し，これは図２
ー８に示したいずれかの一つの走査ラインに与えられる
駆動信号の波形と同じであることがわかる。
【０１１３】なお，図２１に示した前記オアゲートの入
力を異にすることもできるが，その例として１番目のオ
アゲートＯＲ１にＳ１，Ｓ２を入力し，２番目のオアゲ
ートＯＲ２にはＳ１，Ｓ２，Ｓ４を入力し，３番目のオ
アゲートＯＲ３にはＳ３，Ｓ５，Ｓ６を入力するなど終
わり番目のオアゲートまで規則的に入力することもでき
る。
【０１１４】  前記のようにオアゲートの入力を異にす
る場合には走査ラインに与えられる駆動信号は図２２の
下端部に示したＧ１‘，Ｇ２’，Ｇ３‘のような波形を
有する。
【０１１５】  以上説明のように，ゲートドライバ及び
ソースドライバを構成して１水平周期の間に２個の画素
領域に画像信号を伝える本発明の液晶表示装置によると
データラインの数を減少することができ，これによって
ソースドライバの数も減少することができる。
【０１１６】  ここで，１水平周期の間に２個の画素領
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域に画像信号を伝えなければならないので各々画素領域
に伝えるラインタイムが減少し，これによってアナログ
回路の動作速度を２倍に速めなければならない問題が発
生する。
【０１１７】  かかる問題はドットインバージョンで著
しく表れるので図２３のような方式で画素電極に画像信
号を書き込む。  画像信号を書き込む順序は図２３に示
した番号順である。①と②が全て（＋）の極性信号であ
るので①が書き込まれるとたん②はプレチャージされる
ので１水平周期の半周期の間だけにも充電時間には大き
い問題はない。
【０１１８】  また③と④では画像信号の極性が変わる
ので充電及び放電に長い時間が所要される。従って，
①，②から③，④へ移る間のブランキングの間，データ
ライン，プレチャージまたはデータライン間のチャージ
シャーリング（ｃｈａｒｇｅ  ｓｈａｒｉｎｇ）で充
電，放電時間を減少させる。
【０１１９】  なお，④は③が書き込まれる間，プレチ
ャージされるので書き込み時間には問題がないが，③の
書き込み時間には問題となり得るので，１水平周期の
間，走査ラインに与える駆動信号のハイ区間ａとロー区
間ｂの値を調整して③の書き込み時間を確保することが
できる。
【０１２０】  以上，添付図面を参照しながら本発明に
かかる液晶表示装置のソースドライバの好適な実施形態
について説明したが，本発明はかかる例に限定されな
い。当業者であれば，特許請求の範囲に記載された技術
的思想の範疇内において各種の変更例または修正例に想
到し得ることは明らかでありそれについても当然に本発
明の技術的範囲に属するものと了解される。
【０１２１】
【発明の効果】  以上のように本発明の液晶表示装置の
ソースドライバは，次の効果がある。  第１，一つのデ
ータラインがその左側と右側の二つの画素領域に選択的
に画像信号を伝えることができるのでデータラインの数
を半分に減少することができる。第２，データラインの
数が半分に減少されるのでソースドライバの数も半分に
減少させ得る。従って，素子のサイズを減少させること
ができ，同時にコストを低減することができる。第３，
同一サイズでさらに多い画像をディスプレイすることが
できるので高解像度を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明の第１実施例による液晶表示装置の構
成図。
【図２】  図１による液晶表示装置の走査ラインに与え
られる駆動信号の波形図。
【図３】  本発明の第２実施例による液晶表示装置の構
成図。
【図４】  図３による液晶表示装置の走査ラインに与え
られる駆動信号の波形図。
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【図５】  本発明の第３実施例による液晶表示装置の構
成図。
【図６】  図５による液晶表示装置の走査ラインに与え
られる駆動信号の波形図。
【図７】  本発明の第４実施例による液晶表示装置の構
成図。
【図８】  図７による液晶表示装置の走査ラインに与え
られる駆動信号の波形図。
【図９】  本発明の第５実施例による液晶表示装置の構
成図。
【図１０】  図９による液晶表示装置の走査ラインに与
えられる駆動信号の波形図。
【図１１】  本発明の第６実施例による液晶表示装置の
構成図。
【図１２】  図１１による液晶表示装置の走査ラインに
与えられる駆動信号の波形図。
【図１３】  本発明の第７実施例による液晶表示装置の
構成図。
【図１４】  図１３による液晶表示装置の走査ラインに
与えられる駆動信号の波形図。
【図１５】  本発明の第８実施例による液晶表示装置の
構成図。
【図１６】  図１５による液晶表示装置の走査ラインに
与えられる駆動信号の波形図。
【図１７】  本発明の一実施の形態による液晶表示装置
のソースドライバの構成図。
【図１８】  図１７による動作波形図。
【図１９】  本発明の一実施の形態による液晶表示装置
のソースドライバの他の実施例を示した図。
【図２０】  図１９による動作波形図。
【図２１】  本発明の一実施の形態による液晶表示装置
のゲートドライバの構成図。
【図２２】  図２１による動作波形図。
【図２３】  本発明の一実施の形態による液晶表示装置
による画像信号の書き込み順序を示した図
【図２４】  一般的な液晶ディスプレイ素子の断面構造
図。
【図２５】  一般的な液晶ディスプレイ素子の概略的構
成図。
【図２６】  従来技術による液晶表示装置の構成図。
【図２７】  従来液晶表示装置の走査ラインに与える駆
動信号の波形図。
【図２８】  従来液晶表示装置によるソースドライバの
構成図。
【図２９】  従来液晶表示装置によるソースドライバの
動作波形図。
【図３０】  従来の液晶表示装置によるゲートドライバ
の構成図。
【図３１】  従来液晶表示装置によるゲートドライバの
動作波形図。
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【符号の説明】
７１：第１スイッチング部
７１ａ，７１ｂ：第１，第２薄膜トランジスタ *
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*７３：第２スイッチング部
７３ａ，７３ｂ：第３，第４薄膜トランジスタ
７３ｃ：第２画素電極
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